
              

                         

   

 

 

       

    

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

        

先の見えない人生、不安です。ところで、先の見える人生なんてあるのでしょうか。

先が見えるというのは予測できるということでしょう。確かに、ある程度は予測でき

るでしょうが、予測通りに事が進むとは限りません。想定外のことが起きて来る可能

性はいつだってあるのです。自分のことでありながら、将来どうなるか、実のところ

確かなことはだれにもわからないのです。 

人生は、自分を超えた何かの力に支配されている、と感じる人もいます。運命とか

運勢、いろいろな目に見えない力が働いていると考える人もいます。自分の将来がど

うなるのかを垣間見たいと願う人はおみくじや占いに期待するかもしれません。 

聖書は目に見えない神の、人への語りかけの書です。人はたまたま生まれて来たの

ではなく、神の大きなご計画の中で、ひとりひとり造られ、生かされているのだと聖

書は告げています。ですから、その神を知り、その神と正しい関係を持つことによっ

て、人は自分の生きる道を悟り、生きる拠り所を見出すことになります。神は私たち

ひとりひとりと個人的な関係を持ってくださいます。あなたが、もしそれを望むなら、

すべてを支配し、すべてをご存知の真の神が、あなたを正しい道に導いてくださいま

す。たとい恐る恐るでも、半信半疑でさえあっても、心を神に向けて近づくなら、あ

なたは聖書を通して今も語る神の御声を聞くことでしょう。神はあなたに目を留め、

あなたに助言を与えてくださいます。今月のことばは、他ならないあなた自身に向け

て語られているのです。 

 

「わたしはあなたに悟りを与え、 

行くべき道を教えよう。 

わたしはあなたに目を留めて、 

助言を与えよう。」 

聖 書 

詩篇３２篇８節

 

みらい平キリスト教会はあなたのおいでを 

心からお待ちしています。 

  

  

 

今月のことば  

 ２０１３年 ２月 

あなたの人生を導く方がおられます。 


